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拘束型制振処理の損失係数に及ぼす拘束板の分割の影響
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拘束型の制振処理は非常に高い損失係数が得られることから、種々の形態で

種々の機械構造物に用いられている。機械構造部材の制振処理として機械や

部品を製作し、後処理として粘弾性材料と拘束板を取り付ける方法がしばし

ば用いられる。このような場合、拘束板を分割して貼り付けることが必要と

なることが生ずる。そこで、本研究では拘束板の分割の損失係数に及ぼす影

響を実験的に調査した。
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1.緒言

制振対策のーっとして、拘束型の制振処理が

多くの機械構造物で種々の形態の用いられてい

る。また、薄鋼板をベースとするパネル用部材

などについては、制振鋼板としてコア材の粘弾

性材料層の厚さ非常に薄くした 3層積層構造の

複合鏑板も既に用いられている。この制振鋼板

の場合は、基板と拘束板とがほぼ同一の厚さと

して、強度を基板と拘束板とで負担し、加工や

接合などが単一の鋼板と同様に行える機械構造

部材場合に使用される。しかし、複雑な構造の

機械構造物や厚板や形鋼などの機械構造部材で

は溶接や強度上の問題などからあらかじめ制振

鋼板のように 3層積層板として使用できない場

合が多い。このような場合には機械構造物を作

製して、後処理として各部位に粘弾性材料を介

して拘束板を取り付けた(パッチあて)拘束タ

イプの制振処理法が用いられている。しかし、

後処理として機械構造物や部材を製作後にこの

ような処理を行う場合、溶接部や形状の複雑さ、

突起物などがあることから、 1枚の拘束板で全

面を三層積層化することは困難となり、このよ

うな場合、拘束板を分割してできるだけ広い面

積を 3層積層化する制振処理を行うケースも
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多々生ずる。拘束型すなわち 3層積層

鋼板の損失係数は、温度・周波数などに依存す

る粘弾性材料の特性、各層の厚さなど三層積層

鋼板の構成条件、さらに振動モードのような与

えられる振動条件など多くの要因によって変化

すると考えられている。そこで、拘束板を分割

して 3層積層化する場合の損失係数に及ぼす影

響を調査し、通常の全面が連続した三層積層鋼

板と同様の高い制振性能を付与させるための最

適条件を見出すことを目的として研究を行った。

2.研究方法

損失係数の測定は、試験片の中央部をインピ

ーダンスヘッドに固定し、インピーダンスヘッ

ドを介して加振器で加振する中央支持ー中央加

振法を用いた。このときの加振カ Fと加速度A

から FFTにて AIFの周波数応答を求め、更に

そのリアルパートから損失係数を求めた。この

場合、損失係数の温度依存性を得るため、試験

片を恒温層内に入れ、-20"C "" + 80"Cまで温度

を変化させて損失係数ηを求めた。実験に用い

た試験片は、厚さ 3mmと6mm、長さ 400mm

のはり状の鋼板を基板として用いた。中間層に

は厚さ lmmの常温近傍で制振性能が高いプチ

ルゴム系 (RT)粘弾性粘弾性材料を用いた。
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